
Ⅰ 心の健康相談（スクールカウンセリング）

皆さんが学生生活を送る上で、自分ひとりでは解決できない問題にぶつかったときには、1
階にある学生相談室の相談員が専門的な心理的援助を行います。相談員と語り合うことを通し
て、一人ひとりが問題に立ち向かえるようになり、自分らしさを見出していってもらえればと
考えています。例えば、次のような相談に応じています。なお、相談内容の秘密は厳守します。

•… 生活リズムの問題（例：生活習慣、睡眠、食事と栄養などの問題）
•… 学習や勉強の問題
•… 課外活動や学外での問題（例：アルバイト、サークル、部活動、カルト団体…注…1）、悪質

商法…注 2) など）

•… 友人関係、対人関係、親子関係の問題
•… 恋愛と性をめぐる問題（例：デート…DV、ストーカー行為、セクハラ、性的指向、性自

認…注…3）など）
•… インターネット、SNS、ゲームとの付き合い方
•… 事件・事故の被害／加害
•… 大切な人との離別による悲嘆
•… 将来の悩み（例：就職や進学について）

　大学生活で悩みや不安が生じるのは普通にあり得ることです。それを一人で抱え込まない
ようにしましょう。必要なときに必要な助けを得ることは、セルフ・マネジメント（自己管理）
においてとても大切なことです。解決の手助けをしてくれる人たちが、自分にいることを忘
れないでください。

学生相談室の申し込み方法

事前に予約する場合は次の①か②の方法で、相談を申し込んでください。
① WEB（GoogleForm）による申し込み

以下のURL またはQRコードより読み込み、申し込みをして
ください。登録いただいたメールアドレスに相談員が返信をして、
相談の日時を調整します。

　　　https://forms.gle/tiN62it42Bn3a9S76
② 学務課窓口での申し込み
学務課に「心の健康相談」として申し込んでください。相談員に連絡をします。

［相談内容の秘密保持］
　学生相談の相談内容は、守秘義務によって守られています。ただし、以下の項目に該当す
る場合には、利用する皆さんの「安全」と「心理的な健康」を守るために、例外的に担当教員・
職員・学費負担者 (保証人 )・専門機関と情報交換を行うことがあります。原則として、提
供する情報に関しては、本人に説明を行い、同意の上で行います。また、外部への情報提供は、
皆さんのサポートに必要な内容に限って行うことになっています。

1　本人への承諾無しで報告できるもの
　(1)…命にかかわるほどの、自傷他害の可能性があると判断される場合
　(2)…重大な法にふれる行為が認められる場合

2　本人への承諾を行った上で報告できるもの
　(1)…医療機関への紹介状を作成する場合
　(2)…学生生活の継続が著しく困難と認められる場合

　注�1：�カルトとは、マインドコントロールなど悪質な手法で信者を服従させ、悪徳・違法行為を繰り返す宗教団
体のことです。キリスト教系や仏教系などさまざまなルーツのものがあります。

　注�2：�悪質商法とは、マルチ商法、ネットワークビジネス、アポイントメントセールス、架空請求、インターネッ
ト広告などをきっかけとしたトラブルなどを想定しています。

　注�3：�性的指向は、どのような対象に性的魅力を感じるかということです。性自認は、自分の性をどのように認

識しているかということです。
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※ 面談は要予約　１人年間 5 回まで

【利用対象者】
　本学の学生とその保護者（国外からの相談などはお受けできません）

【利用方法】

・チャットボットで：https://…app.chatplus.jp/chat/visitor/3159fab2_114?t=btn&bw=480

・電話で：0120-824-006
・Web で：https://…consult.t-pec.co.jp/service/24-006

・面談、オンライン面談：電話あるいは Web よりご予約ください。

【利用時間】
・電話相談：24 時間年中無休
・Web 相談：24 時間年中無休
・面談、オンライン面談、電話継続カウンセリング予約：

電話予約　月～金…9:00 ～ 21:00　土…9:00 ～ 16:00、Web 予約　24 時間年中無休

WEB

チャットボット

【相談スタッフ】
・医師
・ヘルスカウンセラー（保健師・看護師・心理カウンセラーなど経験豊富な相談スタッフ）
・オペレーター

Ⅱ いつでもつながる相談窓口

　本学では、『心の健康相談（スクールカウンセリング）』とは別に、匿名相談が可能な本学専
用の外部相談窓口を設置しています（※）。
　「匿名で」「24 時間 365 日」「どこからでも」気軽に使える相談先として、友人関係の悩み
や大学で居場所がないなど大学生活のことはもちろん、プライベートなことについてもご相談い
ただけます。誰かと話したいとき、身近な人以外の考えを聞いてみたいときなど、こころとから
だの専門家が皆様の不安や悩みに寄り添います。

※ お電話の際はご年齢のみお伺いいたします。プライバシーは厳守されますので、安心して
ご利用ください。ただし、生命の危険等、守秘の限界を超えると判断した場合を除きます。

ストレスがたまるがどうしたらよいか、旅行中に急な発熱があるため近くの医療機関を
紹介して欲しい、スポーツの最中に頭を打ったがいますぐ病院へ行くべきか、行くとし
たら何科がいいのか、今の症状に適切な対応ができる自宅近くの病院はどこか、よく眠
れないがどうしたらよいかなど
※ �試験や出席等授業に関することは授業担当者、アドバイザー、事務局等大学へご相談ください。

【主な相談内容】
・健康相談、医療相談、介護相談、育児相談、メンタルヘルスの相談、医療機関情報等の提供
　…相談事例……熱が下がらないので家庭でできる対応を教えてほしい、大学の人間関係で



Ⅲ 合理的配慮申請について

合理的配慮とは、障がいのある学生が障がいを理由に修学を断念することがないよう教
育の質を維持したまま修学の機会を大学が提供することで、他の学生と平等に教育を受け
る権利を享有・行使することを確保するために必要な変更・調整を大学が行うことです。
申請を希望する者は以下の通り手続きをしてください。

◆申請から配慮提供までの流れ

申し出期間は、随時ですが申請されてから配慮内容の合意を得るまで、時間を要するこ
ともあることから、最終提出期限は前期５月 31 日、後期 11 月 30 日までとします。また配
慮の提供は、学生と大学が配慮内容の合意に達し、配慮内容が科目担当者に共有された時
点からとなります。合意前に遡及されることはありません。
1. 合理的配慮希望に関する以下の書類を事務局へ提出する。

・修学に係る合理的配慮の提供に関する申請書
・合理的配慮希望届

※  �原則、障害者手帳、診断書、医師の意見書等申請の根拠となる書類を添付す
ること。

※  �過去に支援を受けていたことがある場合は申請書に詳細に記入してください。
※ アドバイザーや学生相談室へ配慮申請内容に関する相談をしてください。

2. 提出された申請書をもとに、大学で配慮内容及び支援範囲等について検討。

3. 申請学生へ申請結果を通知し合意。

※  �申請結果に対し学生と大学双方の合意に至らない場合は、新たな情報を付加
し事務局へ再度申請を申し出ることができます。

4. 配慮提供学期終了後、配慮に関するアンケートに回答してください。

相談 申請 合意 配慮開始
アドバイザーや相談室に
まず相談してください

事務局で申請書類を受領し、
記入の上事務局に提出

配慮内容を決定し、大学と
学生間の合意書を作成

決定した内容を、科目
担当者へ通知

検討
配慮内容及び範囲に
ついて大学内で検討

※ �事務局に申請書類を提出する際は、障害者手帳、診断書、医師等の意見書等申請の根拠となる書類の添
付が必要です。

※ �大学内で配慮内容及び範囲について検討するときに、必要に応じて申請者へ聞き取り調査や追加資料の提
出を求めることがあります。

※ 合意に至らなかった場合、学生は新たな情報を付加し再申請をすることができます。
※ �不当な差別的取り扱いに関する苦情相談は、学生相談室またはハラスメント相談窓口（人権委員会）へご
相談ください。

※ 申請は年度ごとに必要です。

◆注意点

・…合理的配慮の提供は大学に対し過度の負担を課さないものとしており、三つのポリシー
（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー）と各
授業のシラバスに基づき申請内容が教育の目的・内容・機能の本質的な変更に当たる
場合は合理的配慮とは認められません。

・…配慮内容決定後、配慮を受ける状況に変化が生じた場合は事務局へ申し出てください。
・…学業や学生生活での相談事は、随時ハラスメント相談窓口、アドバイザー、学生相談室、

事務局、いつでもつながる電話相談（外部委託）等に相談することができます。


